
ＩＣＴを活用したスマート農業導入実証

【農業労働力最適活用支援総合対策事業 ２５０（－）百万円の内数】

対策のポイント

「強み」のある産地形成に向け、ＩＣＴを活用したスマート農業の実

証を支援します。

＜背景／課題＞

・農業所得の増大に向け、高品質なジャパンブランドを安定的に生産・輸出までつなげて

いくため、また、担い手の高齢化に伴う高度な技術の喪失を避け、伝承していくために

は、ＩＣＴを活用したデータの蓄積・分析を行うシステムを導入し、生産システム

の高度化・効率化を図ることが有効です。

政策目標

平成３２年までに我が国の農林水産物・食品の輸出額を１兆円まで伸長

＜主な内容＞

ＩＣＴを活用したスマート農業導入実証［継続］

ジャパンブランドの安定的な生産・輸出による農業所得の増大や高度な技術の

伝承のため、平成26年度に開始したＩＣＴを活用したスマート農業の導入の取組

を引き続き支援します。

補助率：定額、１／２以内

事業実施主体：地域協議会

[お問い合わせ先：生産局技術普及課資材対策室（０３－６７４４－２１１１）]

［平成28年度予算の概要］



 環境情報を蓄積・分析するセンサや農作業・経営管理を支援するシステムを導入し、
地域の農産物の高品質化・高付加価値化や将来的に輸出を見据えた取組の実証に必要
なシステムの導入等の取組を支援します。  
 
【事業内容】 

 ＩＣＴを活用したスマート農業の導入の取組 

・地域協議会、現地研修会の開催 

・精密農業の実践に必要なシステム導入 

・圃場・土壌情報管理システム、ＩＴ機器                                              
（クラウドサービス）利用料 

・システム開発・改良・管理に必要なコンサルタント費 

・マーケティング支援 等 

 
【事業実施主体】 

  地域協議会（複数の生産者又は生産者団体、 

  研究機関、地方公共団体、流通業者、実需者 
  （加工業者、医療機関等）等） 

 
【事業実施期間】 

  平成２６年度～平成２８年度 

           （３年間） 

【補助率】 

  定額、１／２以内 
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